
国道249号中屋トンネル付近
工事現場における作業員の被災事案を踏まえた

再発防止策について

国土交通省 北陸地方整備局 道路部 道路情報管理官 徳橋 良幸

住所 新潟県新潟市中央区美咲町1-1-1 新潟美咲合同庁舎1号館 電話番号025-280-8880 （代表）

【問い合わせ先】

令和６年１１月１日

１４時００分

・記者発表

・資料配付

日 時

北陸地方整備局

記者発表・資料配付

（再発防止策の主なポイント）

１．気象情報等を踏まえた作業継続・中止判断の適切な実施

・工事実施前に、当日の降雨実績の確認だけではなく、入手可能な気象予測および気象

情報を広域的に確認した上で、当日の作業開始・中止の判断をする。

・工事実施中においても、例えば降雨が一定の割合に達した時点など、必要な場合は工

事を一旦中止し、警報発令状況や雨量予測等を踏まえ、作業継続・中止の判断をする。

２．作業実施中の安全確保

・直近の被災履歴や現場特性等を把握した上で、局所的な大雨によるリスク等を踏まえ、

あらかじめ安全な避難経路等の設定や斜面監視体制の確保など必要な対策をする。

・万が一、現場条件により安全な避難経路等の設定が困難な場合や、急激な悪天候など

監視機能の維持が困難となるような場合は、早い段階での作業中止の判断を検討する。

３．緊急時の迅速な退避のための対応

・複数の通信・連絡確認手段を組み合わせて、作業関係者全員へ確実に伝達を行うこと

を基本としつつ、それが困難な場合は、気象予報等を踏まえて、早い段階での作業中

止の判断を検討する。

なかや

とくはしよしゆき

■添付資料

【別添１】国道249号中屋トンネル付近工事現場における作業員の被災事案を踏まえた「再発防止策」

【別添２】国道249号中屋トンネル付近工事現場における作業員の被災事案について「参考資料」

令和６年能登半島地震に伴う大規模被災により、国土交通省が災害復旧を

代行する国道249号中屋トンネル付近の工事現場において、9月21日に大雨に

よる土砂流入が発生し、作業員が被災しました。

今回事案の原因究明を進めるとともに、有識者の意見をききながら、

再発防止を検討し、取りまとめましたのでお知らせします。
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はじめに 

 

令和６年９月２１日に国道２４９号中屋トンネル付近において、大雨

の影響により工事現場で作業員が被災する事案が発生しました。 

今回事案の原因究明を進めるとともに、有識者の意見を聞きながら、

北陸地方整備局として再発防止を検討し、取りまとめたものです。  

 北陸地方整備局としては、管内の「直近の被災等により大雨による安

全に対するリスクが高い工事」を対象に下記を徹底し、同様な事案の発

生防止にむけ取り組んでまいります。 

 

 

１．気象情報等を踏まえた作業継続・中止判断の適切な実施 

 

（１）事実関係と被災要因 

 作業開始時に大雨警報、土砂災害警戒情報が発令していたが、作

業日当日は、雨量が中止基準に達していなかったため、当日の作

業を開始した。 

 降雨により湧水処理用の集水桝が、普段と異なる水量でオーバー

フローしていることを職員が発見したことを受け、現場代理人か

ら作業員に作業中止を指示した。 

 短時間で急激に変化する雨量予報の把握手段が不足していた。 

 

（２） 再発防止策 

 工事実施前に、当日の降雨実績の確認だけではなく、入手可能な

気象予測および気象情報を広域的に確認した上で、当日の作業開

始・中止の判断をすること。（参考図－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参考図-１ 

 

雨雲レーダー[ナウキャスト(気象庁)] 複数の観測所の確認イメージ 

工事現場

門前観測所

輪島観測所

輪島市 
（旧門前町）

輪島市 
（旧輪島市）

門前観測所だけでな
く輪島観測所も確認 
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 工事実施中においても、例えば降雨が中止基準に対し、一定の割

合に達した時点など、必要な場合は工事を一旦中止し、気象情報

を収集し、警報発令状況や雨量予測等を踏まえ、作業継続・中止

の判断をすること。 

 上記を留意した上で、直近の被災履歴や現場特性を踏まえ、適切な

作業中止基準をあらかじめ設定すること。 

 

 

２．作業実施中の安全確保 

 

（１）事実関係と被災要因 

 地震で緩んだ崩土が堆積しており、豪雨により流出が懸念され

た。 

 現地は山間部で斜面に挟まれ、路線と並行に黒川が走っていた。 
（参考図－２） 

 アクセス路が限られた被災箇所であり、避難経路でもあるアクセ

ス路にも崩壊リスクが存在した。 

 地震で崩壊した斜面の変位を監視していたものの、今回の大雨時

にその機能が喪失したことが判明し、急激な悪天候による大規模

な崩壊や通信機能の喪失に対する機能を有していなかった。 

 能登半島地震で被災した道路法面や上部斜面について、局所的な

大雨による崩壊（広範囲かつ急激）が予知できなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参考図-２ 
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（２）再発防止策 

 気象情報を踏まえた作業中止判断の適切な実施を基本としつつ、

作業実施中の安全をできるだけ確保する観点から、直近の被災履

歴や現場特性等を把握した上で、局所的な大雨によるリスク等を

踏まえ、あらかじめ安全な避難経路・避難場所の設定や斜面監視

体制の確保など必要な対策をすること。（参考図－３） 

 万が一、現場条件により安全な避難経路・避難場所の設定が困難

な場合や、監視機能の維持が困難となるような急激な悪天候が発

生または予測される場合においては、早い段階での作業中止の判

断を検討すること。 

 工事実施にあたっては、必要に応じて、地質の専門家の意見も踏

まえながら、工事の安全性に関するリスクを把握すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参考図-３ 

 

 

３．緊急時の迅速な退避のための対応 

 

（１）事実関係と被災要因 

 通信環境については中屋トンネル内全線・志賀町側・珠洲市側と

も作業エリア内は良好だったが、迂回路（県道 266 号等）では不

通となる区間があった。 

 中止を指示した時点までは携帯電話の通信は可能であったが、珠

洲市側では被災後には通信が不能となった。 

 不通時にメッセージを残すためのビジネスチャットツールも使用

していたが、携帯通信を使用していたため被災後は珠洲市側では

不通となった。 

 元請け職員が作業員の避難状況を確認するため現地に向かった結果被

災した。 

令和６年(2024 年)能登半島地震斜面崩壊・堆積

分布データ（国土地理院） 

重ねるハザードマップ（国土交通省 水管理・国土

保全局、国土地理院） 
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（２）再発防止策 

 緊急時の情報伝達方法等の手順をあらかじめ定め、作業関係者全

員に周知徹底すること。 

 携帯通信など特定の通信手段に頼るのではなく、複数の通信・連

絡確認手段を組み合わせて、作業関係者全員へ確実に伝達を行う

ことを基本としつつ、それが困難な場合は、気象予報等を踏まえ

て、早い段階での作業中止の判断を検討すること。 
（参考図－４） 

 緊急時において作業関係者の避難の時間を少しでも確保できるよ

う、被災発生を少しでも遅らせる対策の実施を検討すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
             参考図-４ 

 

４．日々の安全管理の徹底 

 

（１）事実関係と被災要因 

 避難経路を誤って現地に取り残された者が発生した。 

 翌日に新たに 1名の受注者の安否が確認できないなど、当日現

場にいた受注者の安全確認連絡体制が不十分な点があった。 

 

（２）再発防止策 

 作業関係者に対して、工事開始前に避難時の対応方策等の周知

徹底を行うとともに、講習・訓練等により平時から危機意識の

徹底を図ること。 

 当日の注意報・警報の内容や、大雨に関する気象予測を可能な

範囲で活用し、予測や事前把握が困難な線状降水帯にも備える

こと。 

 

 

 

 

通信等手段の例 
・衛星携帯電話 
・衛星インターネットサービス 
・衛星無線機 
・ローカル５Ｇ 
・トランシーバー 
・非常警報（ランプ・警笛） 等 

通信手段の例 

衛星携帯電話 衛星インターネットサービス 



 

- 5 - 
 

（参考）とりまとめにあたりアドバイスをいただいた有識者 

分  野 氏  名 所  属 

地盤地質・防災 川村 國夫 
金沢工業大学 地域防災環境科学研究所 

特任教授 

地盤・安全管理 末政 直晃 
東京都市大学 都市工学科 

教授 

建設マネジメント 堀田 昌英 
東京大学大学院 工学系研究科社会基盤学専攻 

教授 

気象 本田 明治 
新潟大学 自然科学系 

教授 

 



国道２４９号中屋トンネル付近
工事現場における作業員の被災事案について

参考資料

令和６年１１月１日
北陸地方整備局

（１）被災概要
（２）気象状況
（３）斜面変位の記録
（４）中屋トンネル周辺の地形地質の概要
（５）被災状況・被災原因
（６）主な経緯
（７）現場の安全管理

別添２



（１） 被災概要①

1

被災概要

発生日時 ： 令和６年９月２１日（土） 午前９時３０分頃

工事名 ： 令和６年能登半島地震 国道249号啓開作業その５

（令和６年能登半島地震に伴う大規模被災により国土交通省が代行して災害復旧を行っている工事）

受注者 ： 株式会社 安藤・間

工事内容 ： 国道249号中屋トンネルの復旧及びトンネル前後区間の崩壊地を迂回するための仮橋設置（令和６年内の２車線通行確保に向けた工事）

被災概要 ： ９月２１日に中屋トンネル珠洲市側の土砂流入により仮橋設置作業の受注者５名（元請１名，下請４名）の安否が確認できなくなった。

その後、警察・消防・自衛隊と連携しながら捜索が行われた結果、下請４名の安全が順次確認され、２２日に元請１名の死亡が確認された。
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（１） 被災概要②

１号仮橋
（施工中）

２号仮橋
（施工中）

３号仮橋
（未施工）

４号仮橋
（施工中）

中屋トンネル
（珠洲市側坑口）

被災箇所

2



出典：気象庁

輪島(石川県)
3位2位1位要素名／順位
212.0

(2005/6/28)
218.8

(1966/7/12)
361.5

(2024/9/21)
日降水量
(mm)

23.5
(2006/7/15)

24.9
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26.0
(2024/9/21)

日最大10分間降水量
(mm)

73.5
(2013/8/30)

73.7
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日最大1時間降水量
(mm)

門前(石川県)
3位2位1位要素名／順位
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(2024/9/21)
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(mm)
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67
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日最大1時間降水量
(mm)

輪島

門前 中屋トンネル

輪島

門前 中屋トンネル

輪島

門前 中屋トンネル

（２） 気象状況① 天気図等

○ 9月21日、石川県能登地域には停滞した前線に南から暖かく湿った空気がぶつかり、積乱雲が列になって発
生する線状降水帯が発生。輪島と門前で記録的大雨に見舞われた。輪島で観測された日降水量としては、
これまでの最大値の約1.7倍を記録しており、過去に例を見ない大雨となった。

3

気象庁のコメント（抜粋） （公開情報）

「前線が日本海から東日本付近にか
かっていて低気圧が東に進んでいる。
積乱雲が発達しやすい状況はこのあと
もあまり変わらず、台風14号が温帯低
気圧になって接近してくる」

9/21 12時
気象庁と国土交通省の共同記者会見

出典：気象庁

9月21日9時

図 天気図

図 雨雲レーダー（石川県）

9月21日8時 9月21日9時 9月21日10時

出典：日本気象協会公表データを拡大・加工

表 観測史上上位の値（輪島、門前）
約1.7倍



（２） 気象状況② 降雨記録（注意報・警報の発令時期）

中屋トンネル

N

図 雨量観測所位置

門前（気象庁観測所）

門前（県管理観測所）

被災箇所

至

珠
洲
市

4

至

志
賀
町

中野屋（県管理観測所）

輪島（気象庁観測所）3km

出典：気象庁記者発表資料（9月21日12時00分発表）

門前観測所のデータを
作業中止基準として設定
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9/21(土)9/20(金) 9/22(日) 9/23(月・祝)

9/21(土)9/20(金) 9/22(日) 9/23(月・祝)

9/21(土)9/20(金) 9/22(日) 9/23(月・祝)

9/21(土)9/20(金) 9/22(日) 9/23(月・祝)

（mm）

（mm）

（mm）

（mm）

84㍉ 22日10:10
大雨警報に変更

23日15:46
大雨注意報に変更

21日10:50
大雨特別警報発表

99㍉輪島(気象庁観測所)

35㍉

22日10:10
大雨警報に変更

23日15:46
大雨注意報に変更

21日10:50
大雨特別警報発表門前(気象庁観測所)

89㍉
22日10:10
大雨警報に変更

23日15:46
大雨注意報に変更

21日10:50
大雨特別警報発表

中野屋(県管理観測所)

22日10:10
大雨警報に変更

23日15:46
大雨注意報に変更

21日10:50
大雨特別警報発表門前(県管理観測所)

連
続
雨
量

（mm）

（mm）

（mm）

（mm）

時
間
雨
量

連
続
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

時
間
雨
量

連
続
雨
量

時
間
雨
量

20日16:18
大雨注意報発表

21日06:26
大雨警報発表

21日07:00
土砂災害警戒情報発表

23日15:10
土砂災害警戒情報解除

20日16:18
大雨注意報発表

21日06:26
大雨警報発表

21日07:00
土砂災害警戒情報発表

20日16:18
大雨注意報発表

21日06:26
大雨警報発表

21日07:00
土砂災害警戒情報発表

20日16:18
大雨注意報発表

21日06:26
大雨警報発表

21日07:00
土砂災害警戒情報発表

23日15:10
土砂災害警戒情報解除

23日15:10
土砂災害警戒情報解除

23日15:10
土砂災害警戒情報解除

9時時点の連続雨量は30㍉ 連続雨量50㍉

○ 輪島市では9月20日16時18分に大雨注意報、21日6時26分に大雨警報、7時22分に輪島市浦上地区(他11地区)に避難
指示情報発令、9時07分に顕著な大雨に関する石川県気象情報、10時50分に大雨特別警報が発表された。

○ 現場の作業中止基準値は、現場と同じ地区の気象庁観測所門前観測所の雨量データを採用していた。
○ 9月21日 7時30分の工事開始時点では、門前観測所の連続雨量は10mm未満であった。

連続雨量50㍉

連続雨量50㍉

連続雨量50㍉

令和６年能登半島地震
国道２４９号啓開作業その５

輪
島
市
縄
又
町

輪
島
市
門
前
町
浦
上

輪島市
（旧門前町）

輪島市
（旧輪島市）

21日09:07
顕著な大雨に関する石川県気象情報

21日09:07
顕著な大雨に関する石川県気象情報

33㍉

21日09:07
顕著な大雨に関する石川県気象情報52㍉

21日09:07
顕著な大雨に関する石川県気象情報

61㍉

25㍉

21日07:22
避難指示情報発令

21日07:22
避難指示情報発令

21日07:22
避難指示情報発令

21日07:22
避難指示情報発令

避難指示情報発令
（輪島市浦上地区他）
※他11地区に発令



（３） 斜面変位の記録①

○ 国道249号には1月の能登半島地震発生後に地盤の観測機器を複数設置していた。
○ 中屋トンネル前後区間についても伸縮計、地表面傾斜計を設置しており、変位量を観測していた。

5

NN 至

珠
洲
市

至 志賀町

中
屋
ト
ン
ネ
ル

5-27

5-28

5-29

5-31

1号仮橋2号仮橋
3号仮橋

4号仮橋

至

珠
洲
市

至

志
賀
町

出典：地理院地図（令和6年9月20日からの大雨 斜面崩落・土石流・堆積分布データ）

：一時安否不明になった受注者の当日の作業場所
：亡くなった受注者発見場所

地表面傾斜計設置イメージ 伸縮計設置イメージ



（３） 斜面変位の記録②

6

N
至

珠
洲
市

至 志賀町

中
屋
ト
ン
ネ
ル

5-27

5-28

5-29

5-31

観測データの送信は、伸縮計は、
1hに1回。傾斜計は、1日に1回（昼
の12時）。警戒値を超えた場合は伸
縮計、傾斜計ともに10分に1回送信
される。（変位を計測してから配信ま
では10分前後のタイムラグあり）

中屋トンネル

出典：docomo復旧エリアマップ（9/27 14時時点）

中屋トンネル周辺は
被災により通信回線が
利用できない

N

至 珠洲市

至 志賀町

○ 伸縮計は1時間に1回データが発信されており、全ての機器で21日9時までデータが記録されている。
○ 地表面傾斜計は1日に1回（昼12時）の発信であるが、警戒値を越えた場合のみ10分に1回の発信となるため、

警戒値を越えたと想定される機器のみ21日9時までデータが記録されている（その他は20日12時まで）
○ 21日9時以降、全ての機器で記録が途絶えていることから、土砂流出による機器破損・通信不通による影響

が想定される。

通信機器の復旧エリアマップ

位置図 5-27 伸縮計

5-27 地表面傾斜計

5-28 地表面傾斜計

5-29 伸縮計

5-31 地表面傾斜計

9/21 9時

9/20 12時

中屋トンネルの志賀町側は被
災時も通話ができた。珠洲市側
は被災当日の朝は通信可能で
あったが、午後は不通となる。

伸縮計は
21日9時までデータが記録

地表面傾斜計は警戒値を
越えたと想定される機器のみ
21日9時までデータが記録

警戒値を越えていなかったと
想定される傾斜計は
20日12時でデータが途切れている

伸縮計は
21日9時までデータが記録

地表面傾斜計は警戒値を
越えたと想定される機器のみ
21日9時までデータが記録



（４） 中屋トンネル周辺の地形地質の概要①

7

○ 被災箇所周辺は、新第三紀の堆積岩（砂岩、泥岩及び礫岩の互層）が広く分布している。
○ 国道249号に並行する黒川沿いに向斜軸が認められ、流れ盤構造となっていることが考えられる。

被災箇所

出典：1：200，000地質図「輪島」（産業技術総合研究所 地質調査総合センター）

国道249号に並行する黒川沿いの向斜軸

＜用語説明：向斜とは＞
・海や湖など、広い堆積盆では地層は一般に

水平に堆積する。しかし、完全に固結する前
に地殻の変動によって横方向に圧縮されると、
波形に曲がる。これを 褶曲 (しゅうきょく) と
いい、盛り上がった箇所を 背斜 (はいしゃ)、
沈んだ箇所を 向斜 (こうしゃ) と呼ぶ。

（産業技術総合研究所 地質調査総合センターHPより）



8

○ 現地は山間部で斜面に挟まれ、路線と並行に黒川が走っている。
○ アクセス路が限られた被災箇所であり、避難経路でもあるアクセス路にも崩壊リスクが存在する。

（４） 中屋トンネル周辺の地形地質の概要②

N

至 珠洲市

至 志賀町

輪島市役所

中屋トンネル ・山間部で斜面に挟まれている
・路線と並行して黒川が走っている

日本海

出典：国土地理院 基盤地図情報（数値標高モデル・10mメッシュB）

標高値

高い

0m

0

50

100

150

200

250

300

350

被災箇所

(m)

出典：国土地理院 地理院地図 断面図計測ツール

道路縦断

中屋トンネル

被災箇所

平均縦断勾配約3.4％

1km0km 0.5km



②

２号仮橋

中
屋
ト
ン
ネ
ル至

珠
洲
市

撮影日：R6.9.23

至

志
賀
町

（５） 被災状況・被災原因①

9

：斜面崩壊・土石流・堆積範囲
：雲による未判読範囲

①

出典：地理院地図（令和6年9月20日からの大雨
斜面崩落・土石流・堆積分布データ）

N

亡くなった受注者発見場所

中屋トンネル珠洲市側坑口

至

志
賀
町

②
①

③

２号仮橋１号仮橋

R249

至

珠
洲
市

R249
中
屋
ト
ン
ネ
ル

③

２号仮橋

３号仮橋

至

志
賀
町

至

珠
洲
市

亡くなった受注者発見場所

撮影日：R6.9.25

撮影日：R6.9.23

亡くなった受注者発見場所

N

至

珠
洲
市

至 志賀町

亡くなった受注者発見場所

○ 中屋トンネル周辺では令和６年１月の地震により斜面崩壊による堆積が広く発生しており、今回の大雨に
より、被害状況が拡大した。

国土交通省ヘリサット撮影

株式会社パスコ/国際航業株式会社撮影



（５） 被災状況・被災原因②

5-28

至

珠
洲
市

至 志賀町

5-31

5-27

5-29

【 凡例 】
R6.1地震崩壊箇所：
R6.9豪雨崩壊箇所：

A

B

C

：一時安否不明になった受注者の当日の作業場所
：亡くなった受注者発見場所

【被災状況】
・被災区間における豪雨崩壊箇所は、全6箇所
・【5-27】【5-28】【5-31】は、R6.1地震による崩壊斜面内での再崩壊、
【A】【B】【C】は、新たな崩壊

【被災原因】
（１）地震時崩壊斜面の再崩壊：【5-27】【5-28】【5-31】
・地震で地すべり等が発生、斜面上に緩い崩土が堆積
・豪雨により地下水位が急激に上昇、崩土の重量が増加
・水位上昇によりせん断強度が低下し崩壊した

（２）新規崩壊斜面：【A】
・地震により【5-27】で地すべり性崩壊が生じ、周縁に滑落崖が残存
・豪雨により地下水位が上昇し、せん断強度が低下
・滑落崖が崩落し、道路へ流出した

（３）新規崩壊斜面：【B】【C】
・地震により緩みが生じた斜面等が分布、周辺は集水地形を呈する
・豪雨により地下水位が上昇し、せん断強度が低下
・【B】は沢が増水し、下方斜面が洗掘され上方へ崩壊範囲が拡大
・【C】は崩土が崩落し、道路へ流出した

10

【5-27】周縁
滑落崖が崩落

地形判読より
斜面に崩土が
分布と推定

集水地形を呈する

R6.1地震により
斜面の緩みが
疑われる

地形判読より
斜面に崩土が
分布と推定

【B】周辺のR6.1地震
による崩壊範囲は、
空中写真判読等による推定

※地震・豪雨の崩壊状況は空中写真判読からの想定



亡くなった受注者発見箇所

至

珠
洲
市

至

志
賀
町

２号仮橋

（５） 被災状況・被災原因③

○ 亡くなった受注者は作業中止を指示した後現場へ向かい、下記の箇所で発見された。

降雨による斜面崩壊

３号仮橋

11



内容時間月日

大雨警報発表6:269月21日(土)

土砂災害警戒情報発表7:00

輪島市浦上地区（他11地区）に避難指示情報発令7:22

作業開始7:30

普段と異なる量の大雨を確認8:52

顕著な大雨に関する石川県気象情報の発表9:07

作業中止の指示9:09

安否不明者４名10:00

大雨特別警報（輪島市）発令10:50

気象庁報道資料発表（線状降水帯の発生）12:00

作業員が消防と警察に連絡13:00

警察・消防が浦上事務所（受注者の現場事務所）に到着し捜索開始16:20

安否不明者１名の安全を確認（この時点で安否不明者は３名）17:00

当日の捜索打ち切り20:00

安否不明者１名追加。（この時点で安否不明者は４名）。5:09
9月22日(日)

大雨警報に変更10:10

安否不明者の捜索開始11:30

捜索隊が安否不明者１名の遺体を発見（この時点で安否不明者は３名）14:30

安否不明者１名の安全を確認（この時点で安否不明者は２名）16:00

安否不明者５名（うち1名死亡）が全て帰還。捜索終了18:00

12

（６） 主な経緯



・道路啓開時に、土砂流出の可能性がある箇所に大型土のうを積んでいた。
・現場職員が、崩壊リスクがありそうな斜面の事前踏査、降雨後の点検、沢水変化の確認を実施していた。
・斜面崩壊リスクが高い作業（道路啓開作業）では監視員を配置しているが、当日の仮橋設置作業では監視員を配置していなかった。
・啓開作業時に現地調査をした際、斜面崩壊に対するリスクアセスメント（要因別実施事項一覧表）を現場で作成し、元請職員の間で共有した。

地震によ
る斜面崩
壊の認識
と措置

(１)現場特
性及び事前
把握

・全ての作業について作業手順書を作成し、従事者への周知教育を行っている。崩壊斜面が存在する現場としての記載として、「降雨後の沢、地山に
異常があれば連絡すること」と手順書に記載していた。

・施工計画を詳細にした作業手順書に沿って施工し、手順書と異なる作業を行う場合は手順書に追記、又はKY用紙に裏書きし、作業員への周知後に作
業している。被災当日は手順書に沿った作業を開始していた。

作業手順
書への配
慮

・作業の中止基準として、通常工事と同様に「①降雨：50mm（累積雨量）、②強風：10m/sec、③地震：周囲の状況により判断し、相当の範囲にわ
たって被害を及ぼしたと認められる場合」を適用することを施工計画書に記載していた。

・被災当日は、急激に降雨量が増えたことを受け、統括安全衛生責任者が作業中止を決定し、その後現場代理人がビジネスチャットツールで作業中止
指示を発した。

作業の中
止基準

(２)工事等
の作業中止
基準・作業
再開基準の
設定 ・門前観測所の気象データを入手していた。異常気象、作業中止基準に当たる事象時にはビジネスチャットツールで情報伝達する運用としていた。

・作業開始時に大雨警報(6:21)、土砂災害警戒情報(7:00)が発令していたが、作業日当日は、雨量が中止基準に達していなかったため、当日の作業を
開始した。

情報の入
手

・通常時は、携帯電話の通信環境は良く、中屋トンネル内全線・門前側・輪島側とも作業エリア内は良好であった。但し、迂回路（県道266号他）で
は不通となる区間もあった。

・不通時にメッセージを残すため、ビジネスチャットツールで連絡を取り合い、職長から作業員へ伝達していた。
・被災当日は、トンネル内からの通話はできたが、輪島側では不通となった。震災直後と同様に基地局も被災した可能性がある。

連絡手段
の設定

(３)迅速な
待避のため
の対応

・避難経路は、国道249号（トンネル内含む）、県道２６６号五十洲亀部田線、市道西円山線、市道西円山切割線であり、航空写真をつなげた大型図
面を作成して、新規入場者教育の時に口頭で作業員に周知している。緊急時は、それぞれが近い経路を選択することとしている。

・統括安全衛生責任者と現場担当者は、１日１回以上アクセス道路を点検し、崩落個所等があればその都度是正指示を出していた。
・点検するアクセス道路は県道266号五十洲亀部田線、市道西円山線、市道西円切割線、国道249号の工事範囲。
・国道249号の待避所など、安全な場所に待避できる仮設ハウス（オフィスカー）を設置していた。

避難経路
の設定

・毎年１回、統括安全衛生責任者及び元方安全衛生管理者教育、社員基礎教育を実施し、グループ演習等で理解度を試している。
・作業員に対しては、現場入場時の新規入場教育を実施することに加え、月初の安全大会の時に、当月の工程別災害防止計画表の説明、当月作業で予

想される災害、具体的な対策、災害事例の展開、安全動画の視聴等の安全教育をおこなっている。
・毎日、作業打合せを実施し、翌日作業の安全指示、作業間の連絡調整を行っていた。
・前日の作業打合せで、翌日の作業内容・人員・安全指示事項を確認し、当日の朝礼時に変更がないか確認している。被災当日は、前日の打合せ通り

の作業であった。
・毎月１回、安全衛生協議会を開催し、月間工程別災害防止計画表に基づいて災害防止対策を討議している。
・斜面崩壊の危険性はアクセス道路にもあり、全工種で共通であるため、新規入場者教育資料に記載し、周知していた。
・全作業員を対象とした新規入場者教育において、「能登半島地震による崩壊箇所には近づかないこと。無闇に山中に入らないこと」と教育していた。

安全教育
の実施

(４)日々の
安全管理の
徹底

・統括安全衛生責任者と現場担当者は、１日１回以上現場を巡視し、作業手順書の順守状況・不安全行動の有無・安全装具使用等を確認し、その都度
是正指示を出していた。

・安全作業日誌は作業日前日（打合せ日）に作成し、元請・協力会社職長が打合せに出席し、「統責者巡視所見及び指示事項」「作業内容・安全指示
事項」を確認する。作業日当日の朝礼で、前日の打合せで確認した「安全指示事項」を作業員に伝達する。統責者及び元請担当職員は、当日の現場
巡視を行い、安全作業日誌の「結果確認」「結果確認報告」に記載する。職員の巡視で、急を要する危険箇所等の是正・注意喚起はビジネスチャッ
トツールにて関係者へ伝達している。

安全巡視
の実施

・現場事務所のホワイトボードに、当日入場した全ての作業員を書き記し、職長を通じて安否の確認を行った。
・トンネル内に元請職員４名が留まっており、トンネル内に退避した人員を把握し、電話及びビジネスチャットツールを通じて事務所に伝えた。
・安否不明者１名は、作業中止後にいち早く車で退避しているのを見かけた者がいたため、帰宅済みと認識されたが、避難経路を誤って現地に取り残

されたとのことで、9/21深夜に安否不明者に追加された。

作業員の
安否確認

（７） 現場の安全管理
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